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公益財団法人日本台湾交流協会は外交関係のない日本と台湾との間で、非政府間の実
務関係として維持するために、1972年に設立された法人であり、邦人保護や査証発給関連 
業務を含め、日台間の人的、経済的、文化的な交流維持発展のために積極的に活動してい
ます。

東京本部の他に台北と高雄に事務所を有し、財源も大宗を国が支え、職員の多くも国等
からの出向者が勤めています。




